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2023年度定時社員総会議事次第 

 

１．開会の辞 

 

２．理事長挨拶 

 

３．議事 

 [審議事項] 

第１号議案 2022年度事業報告ならびに収支決算について 

第２号議案 2023・2024年度役員選挙について 

第３号議案 名誉会員の推戴について 

第４号議案 定款の変更について 

 

  [報告事項] 

 （１）2023年度事業計画ならびに収支予算について 

 （２）各種委員会委員について 

2024年度日本畜産学会功労賞（西川賞）受賞候補者選考委員会 

2024年度日本畜産学会賞・日本畜産学会奨励賞受賞候補者選考委員会 

2023年度日本畜産学会機関誌編集委員会委員 

 （３）賛助会員・支援団体について 

（４）今後の大会予定について 

 

４．閉会の辞 
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 [１] 2022年度事業報告（案） 

Ⅰ．庶務関係 

1. 大会などの開催 

1) 大会 

・第130回大会が2022年９月14日(水)～ 17日(土)に東京農業大学（オンライン）にて，半澤惠会員

を大会会長として開催され，一般講演190題（口頭発表；うち，EPA応募演題 17題），優秀発表賞候

補演題22題（口頭発表；うち，EPA応募演題 1題）の発表があり，562名（うち非会員 45名）が参

加した． 

 

2) 公開シンポジウム・講演会，ランチョンセミナー等  

・2022年９月17日(土)に，公開シンポジウム（公益財団法人 伊藤記念財団助成）「未来をになうAnimal 

Scienceの発展と展開」を開催し，対面参加200名，ZOOM視聴者50名，YouTube視聴者50名が参加

した． 

・2022年９月15日(木)に，若手企画委員会ランチョンセミナー（一般財団法人 旗影会協賛）「少女マ

ンガが教えてくれる科研費の書き方」を開催し，146名が参加した． 

・2022年９月15日(木)に，若手企画委員会主催 若手研究交流会「サイエンスナイト 2022」「こんな

時だからこそ，つながろう！」を開催し，35名が参加した． 

・2022年９月15日(木)に，機関誌編集委員会主催ランチョンセミナー（ワイリー・パブリッシング・

ジャパン株式会社協賛）「ASJ・日畜会報におけるプレプリント（サーバー）の活用について」を開催

し，75名が参加した． 

・2022年９月16日(金)に，若手奨励・男女共同参画推進委員会主催ランチョンセミナー「外国人留学

生のニッポン体験記」，「留学生の受け入れと活用できる制度」を開催し，91名が参加した． 

・2023年２月11日（土）～12日（日）に若手企画委員会主催サイエンスキャンプ「若手が切り拓くア

ニマルサイエンスの最前線」を開催した． 

 

2. 表彰など 

1) 日本畜産学会功労賞（西川賞） 

・2022年度日本畜産学会功労賞（西川賞）を次の２名の会員に授与し，第 130回大会においてその授

賞式を行なった． 

第41号 古瀬 充宏（九州大学） 

「家畜・家禽における栄養生理学ならびに行動学研究の推進と後進の育成」 

第42号 吉村 幸則（広島大学） 

「家禽の生殖及び感染防御機能に関する研究の推進と後進の育成」 

2) 日本畜産学会賞 

・2022年度日本畜産学会賞を次の２名の会員に授与し，第130回大会においてその授賞式を行なった. 

第114号 山田 知哉（農研機構） 

「ウシ筋肉内脂肪蓄積への免疫細胞の役割に関する研究」 

第115号 Vishwajit Sur CHOWDHURY（九州大学）  

「家禽における暑熱ストレスのメカニズム解明と耐暑性向上に関する研究」 

3) 日本畜産学会奨励賞 

・2022 年度日本畜産学会奨励賞を次の４名の会員に授与し，第 130 回大会においてその授賞式を行な

った. 

第130号 梅原 崇（広島大学） 

「ATP合成とその効率的利用機構に着眼したブタ精子運動，受精機構の解析」 
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第131号 川口 芙岐（神戸大学）  

「黒毛和種における筋肉内脂肪酸組成に関わる遺伝子多型の同定」 

第132号 佐藤 元映（京都大学） 

「反芻動物の未利用資源の飼料化およびメタン低減に関する研究」 

第133号 杜 珠梅（中国農業大学） 

「地域飼料資源を活用したサイレージの発酵制御に関する研究」 

 

4) Animal Science Journal優秀論文賞 

・2022年度Animal Science Journal優秀論文賞を次の７件の論文に授与した．  

第89号「Influence of stewing time on the texture, ultrastructure and in vitro digestibility of 

meat from the yellow-feathered chicken breed」 

Jun Qi, Xiao Li, Wenwen Zhang, Huhu Wang, Guanghong Zhou, Xinglian Xu 

Animal Science Journal 89(2),474-482(2018) 

第90号 「The effect of administration of copper nanoparticles to chickens in their drinking water 

on the immune and antioxidant status of the blood」 

Katarzyna Ognik, Iwona Sembratowicz, Ewelina Cholewinska, Jan Jankowski, Krzysztof 

Kozlowski, Jerzy Juskiewicz, Zenon Zdunczyk 

Animal Science Journal 89(3),579-588(2018) 

第91号 「Protective effects of melatonin on the in vitro developmental competence of bovine 

oocytes」 

Yunwei Pang, Shanjiang Zhao, Yeqing Sun, Xiaolong Jiang, Haisheng Hao, Weihua Du, Huabin 

Zhu 

Animal Science Journal 89(4),648-660(2018) 

第92号 「Effects of different rearing systems on growth performance, carcass traits, meat quality 

and serum biochemical parameters of Chaohu ducks」  

Cheng Zhang, Richard-Hermann Ah Kan Razafindrabe, Kaikai Chen, Xiaohui Zhao, Lei Yang, 

Li Wang, Xingyong Chen, Sihua Jin, Zhaoyu Geng 

Animal Science Journal 89(4),672-678(2018) 

第93号 「Effects of inoculants and environmental temperature on fermentation quality and 

bacterial diversity of alfalfa silage」 

Qing Zhang, Zhu Yu, Xianguo Wang, Jipeng Tian 

Animal Science Journal 89(8),1085-1092(2018) 

第94号 「Expression of interferon-stimulated gene 15-kDa protein, cyclooxygenase (COX) 1, COX-2, 

aldo-keto reductase family 1, member B1, and prostaglandin E synthase in the spleen during 

early pregnancy in sheep」 

Ling Yang, Yong Liu, Wan Lv, Pengda Wang, Bin Wang, Jie Xue, Leying Zhang 

Animal Science Journal 89(11),1540-1548(2018) 

第95号 「Effects of three probiotic Bacillus on growth performance, digestive enzyme activities, 

antioxidative capacity, serum immunity, and biochemical parameters in broilers」 

Li Gong, Baikui Wang, Xiaoqiang Mei, Han Xu, Yan Qin, Weifen Li, Yingshan Zhou 

Animal Science Journal 89(11),1561-1571(2018) 

 

5) Animal Science Journal Reviewers Award  

・2022年度Animal Science Journal Reviewers Awardを次の12名の会員に授与した． 

井尻 大地（鹿児島大学）  泉  賢一（酪農学園大学） 
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伊藤  謙（秋田県立大学）  上野  豊（信州大学） 

小櫃 剛人（広島大学）   神谷  充（農研機構） 

田島  清（農研機構畜産研究部門） 本田 和久（神戸大学） 

万年 英之（神戸大学）   美川  智（農研機構畜産研究部門） 

水野谷 航（麻布大学）   山崎  信（農研機構畜産研究部門）  

  

6) 日本畜産学会優秀発表賞 

・第130回大会における日本畜産学会優秀発表賞を次の 10名の会員に授与することを決定し，賞状・副賞

を授与した． 

大塚 裕記（名古屋大学） 楠戸  建（農林水産省）   杉山 尚人（東北大学） 

勅使河原 杏莉（東北大学） 藤内 慎梧（県立広島大学）   友清   帝（東北大学） 

中島 勇貴（東海大学）   野崎 ののこ（東京農工大学） 藤森 美帆（農研機構） 

森本 孔汰（信州大学） 

 

3. 各種賞の受賞候補者の推薦 

1) 第30回（令和３年度）日本農業研究所賞に推薦した寺田文典名誉会員の受賞が決定した． 

2) 2022年度日本農学賞に候補者を推薦した． 

3) 第21回日本農学進歩賞に候補者を推薦した． 

4) 第７回伊藤記念財団賞に推薦した東山由美会員（農研機構 東北農業研究センター）の受賞が決定し

た． 

第８回伊藤記念財団賞に候補者を推薦した． 

5) 令和３年度森永奉仕会賞に推薦した竹田志郎会員（麻布大学）の受賞が決定した． 

令和４年度森永奉仕会研究奨励金（４名）に申請者を推薦した． 

 

4. 名誉会員・功労会員の推戴など 

1) 第130回大会において 2022年度定時社員総会で功労会員と決定した次の12名の推戴式を行なった． 

   阿久澤 良造   安部 直重     祝前 博明      神田 修平     近藤 誠司 

芝田   猛     中塚 晴夫     新村 末雄      丹羽 美次     増子 孝義 

松本 光人     森田 哲夫           

 

5. 国際交流の促進 

1）第19回AAAP大会（2022/8/23～26，韓国・済州島）に参加する若手研究者に対し，「日本畜産学会国際

会議優秀発表賞」の募集を行い，次の７名の会員に授与することを決定し，賞状を授与した． 

石田 惠香（帯広畜産大学） 川村 野乃花（帯広畜産大学）  粂  寛彦（東北大学） 

千葉  栞（帯広畜産大学） 津上 優作（広島大学）        三ツ石 裕貴（岐阜大学） 

Mohamed Zakaria Elhussiny（九州大学） 

 

※新型コロナウイルス（COVID-19）の影響により，昨年に引続き，活発な国際交流を行えない状況であ

った． 

 

6. 関連学会および団体が開催する行事への共催・後援・協賛等 

1) 地域畜産学会と次のシンポジウムを共催した． 

 ・北海道畜産草地学会：第11回大会（2022/9/3） 

「北海道におけるSDGs達成に向けた畜産草地研究 Part2」  

 ・関西畜産学会：第72回大会岡山大会（2022/10/15，ハイブリッド開催） 
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          「A2ミルクって何？」 

 ・北信越畜産学会：第 70回大会（2022/10/25） 

「持続可能な畜産の実現を目指す技術開発 

～環境負荷低減、地球温暖化抑制、アニマルウェルフェアの実践～」  

 ・日本暖地畜産学会：（2022/10/29，ハイブリッド開催）  

「西南暖地畜産の未来に向けて～持続可能な未来型畜産の構築に向けた取り組み。

教育研究・産業・行政からの提言～」  

 ・ミートジャッジング競技会：（2022/3/1，2023/2/27，オンライン開催） 

 

2) 令和４年度畜産学教育協議会シンポジウム「畜産学教育における家畜福祉学教育について」（2022/9/14,

オンライン）を後援した． 

3）「第12回 農業Week」（2022/10/12～14）を後援した． 

4）公開シンポジウム「東日本大震災に係る食料問題フォーラム 2022－原子力災害11年の総括と福島県農

林水産業の復興－」（2022/11/19；日本学術会議農学委員会・食料科学委員会合同東日本大震災に係る

食料問題分科会 主催）を後援した． 

5）「畜産におけるアニマルウェルフェアへの取り組みについて」（2023/1/16～2/3；岡山理科大学獣医学部 

国際獣医教育研究センター 主催）を後援した． 

6）「日経アニマルウェルフェア・シンポジウム」（2023/2/22；日本経済新聞社 主催）を後援した． 

7) 第35回におい・かおり環境学会（2022/8/30～31,オンライン）を協賛した． 

8）公益社団法人日本冷凍空調学会 2022年度年次大会（2022/9/7～9）を協賛した． 

9）公益社団法人日本繁殖生物学会事務局に「第 20回国際繁殖生物学会開催立候補提案書」への推薦状を

作成した． 

 

7. その他 

 

 

Ⅱ．編集関係 

1. 機関誌の発行 

1) Animal Science Journal：第93巻３月～12月分と第94巻１月～２月分を公開した． 

2) 日本畜産学会報：第93巻２～４号と第94巻１号の計４号を発行した． 

3) 既刊機関誌の内容  

 

   Animal Science Journal 日本畜産学会報  

総  説 3   編 39 頁 2  編 23  頁 

解  説         0  編 0  頁 

一般論文 102 編 997 頁 19  編 163  頁 

短  報 8 編 46 頁         

技術報告 5 編 32 頁 5  編 41  頁 

資  料          5  頁 

抄  録            62 頁 

学会記事等     6 頁     130 頁 

大会ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ             16  頁 

計 118 編 1120 頁 26 編 440 頁 
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2. 大会講演要旨の発行 

1) 第130回大会の講演要旨（156頁，450部）を発行した． 

 

3. その他 

 

 

Ⅲ．総会，理事会，委員会などの開催 

1. 以下の総会，理事会，委員会を WEBもしくはメールで開催した（4/23のみハイブリッド開催）． 

定時社員総会（2022/4/23）， 

理事会（2022/3/26, 6/25, 9/14, 2023/1/28）， 

常務会（2022/3/12, 4/23, 5/21, 6/18, 7/16, 8/20, 10/15, 11/19, 12/17, 2023/1/21, 2/18）， 

機関誌編集委員会（Web会議2022/4/16，メール会議2022/3/8，9/1，12/8）， 

日本畜産学会功労賞（西川賞）受賞候補者選考委員会（2022/6/18, 2023/1/28）， 

日本畜産学会賞・奨励賞受賞候補者選考委員会（2022/7/1～7/8）， 

日本畜産学会優秀発表賞受賞候補者選考委員会（2022/9/15）， 

将来検討委員会（2022/3/26, 6/25, 9/14, 2023/1/28）， 

国際交流委員会（2022/3/26, 6/25, 9/14, 2023/1/28）， 

若手奨励・男女共同参画推進委員会（2022/9/16）， 

 

Ⅳ.会員の異動状況                                           ※(内)は外国人編集委員数  

  
名誉 

会員 

功労 

会員 
正会員 

学生 

会員 

賛助 

会員 
購読 書店 寄贈 

2021年度末 35(1） 111 1297（14） 224 60 45 7 10 

2022年度入会   0    12    60 ( 1)   111    0    1   0    0 

2022年度退会   0     6   109 ( 3)   178    0    1   2    0 

2022年度末 35(1)   117  1248 (12)   157   60   45   5   10 

 



貸借対照表

         （うち特定資産への充当額） 19,538,000 19,538,000 0
        正味財産合計

611,263
         （うち基本財産への充当額） 3,956,718 3,956,500

85,805,882 90,194,619 △ 4,388,737

  ２．一般正味財産 29,005,882 28,394,619

8,392,942 6,994,034 1,398,908
        負債合計 15,752,946 15,030,599 722,347
        固定負債合計

        負債及び正味財産合計 101,558,828 105,225,218 △ 3,666,390

  １．指定正味財産
Ⅲ　正味財産の部

218

61,800,000 △ 5,000,000
         （うち特定資産への充当額） 56,800,000
        指定正味財産合計 56,800,000

61,800,000 △ 5,000,000

  ２．固定負債
        流動負債合計 7,360,004 8,036,565 △ 676,561

           退職給付引当金 8,392,942 6,994,034 1,398,908

           前受金 5,324,320 5,888,320 △ 564,000
           預り金 173,994 180,977 △ 6,983

500,000 0
           仮受金 80,000 116,000 △ 36,000
           未払消費税等 500,000

Ⅱ　負債の部
        資産合計 101,558,828

           未払金 1,281,690 1,351,268 △ 69,578
  １．流動負債

7,841,136 7,993,335 △ 152,199
        固定資産合計 96,528,796 100,281,869 △ 3,753,073
        その他固定資産合計

105,225,218 △ 3,666,390

           土地 4,000,000 4,000,000 0
           建物 17,901 107,400 △ 89,499
           ソフトウェア 3,823,235 3,885,935 △ 62,700

        特定資産合計 84,730,942 88,332,034 △ 3,601,092
           特別修繕引当資産 38,000

    (3) その他固定資産

0 0
           退職給与引当預金 8,392,942 6,994,034 1,398,908
           国際情報基金 0

38,000 0

        基本財産合計 3,956,718

21,000,000 0

18,800,000 0

           西川基金 36,000,000 41,000,000 △ 5,000,000

           表彰基金 18,800,000

           国際交流基金 21,000,000

           100周年記念事業積立預金 500,000 500,000 0

           ゆうちょ銀行（通常貯金） 343,697

2023年 2月28日現在
公益社団法人　日本畜産学会 （単位:円）

科        目 当年度 前年度 増  減

  １．流動資産
Ⅰ　資産の部

108,900 △ 108,900

           未収入金 1,238,400 920,400 318,000

           前払金 0
           立替金 38,985 2,815 36,170

           現金預金 3,091,183 3,084,799 6,384
456,683 △ 112,986

           ゆうちょ銀行（郵便振替） 317,767 369,752 △ 51,985

[２]　2022年度収支決算（案）

5,030,032 4,943,349 86,683
  ２．固定資産
        流動資産合計

    (1) 基本財産
           基本財産 3,956,718 3,956,500 218

3,956,500 218
    (2) 特定資産
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（単位：円）
公益目的事業会計 法人会計 内部取引消去 合計

860,682 2,891,965 3,752,647
0 0 0

38,985 0 38,985
1,238,400 0 1,238,400
2,138,067 2,891,965 0 5,030,032

2,200,000 2,200,000
0 1,756,718 1,756,718

　 　基本財産合計 0 3,956,718 0 3,956,718

18,800,000 18,800,000
500,000 500,000

36,000,000 36,000,000
21,000,000 21,000,000

0 0
8,392,942 8,392,942

38,000 38,000
76,300,000 8,430,942 0 84,730,942

2,000,000 2,000,000 4,000,000
8,951 8,950 17,901

3,598,560 224,675 3,823,235
5,607,511 2,233,625 0 7,841,136

81,907,511 14,621,285 0 96,528,796
84,045,578 17,513,250 0 101,558,828

0 1,281,690 1,281,690
2,716,320 2,608,000 5,324,320

0 173,994 173,994
0 80,000 80,000
0 500,000 500,000

2,716,320 4,643,684 0 7,360,004

8,392,942 8,392,942
0 8,392,942 0 8,392,942

2,716,320 13,036,626 0 15,752,946

56,800,000 0 56,800,000
56,800,000 0 56,800,000
24,529,258 4,476,624 29,005,882

3,956,718 3,956,718
19,500,000 38,000 19,538,000
81,329,258 4,476,624 0 85,805,882
84,045,578 17,513,250 0 101,558,828

   (1) 基本財産
  　　 定期預金
  　　 金銭信託

   　　特別修繕引当資産

   (2) 特定資産
   　　表彰基金

   　　西川基金
   　　国際交流基金
   　　国際情報基金
   　　退職給与引当預金

　　 　100周年記念事業積立預金

貸借対照表内訳表

2023年 2月28日現在
公益社団法人日本畜産学会

科          目
Ⅰ　資産の部

　2.　固定資産

　1.　流動資産
   　現金預金
   　前払金
   　立替金
   　未収入金
   流動資産合計

     特定資産合計
   (3) その他固定資産
   　　土地
   　　建物

    流動負債合計

    その他固定資産合計
    固定資産合計
    資産合計
Ⅱ　負債の部

   　　ソフトウェア

　1.　流動負債
   　未払金

    負債及び正味財産合計

Ⅲ　正味財産の部
    指定正味財産
    （うち特定資産への充当額）
    一般正味財産
    （うち基本財産への充当額）
    （うち特定資産への充当額）

   　退職給付引当金
    固定負債合計
    負債合計

    正味財産合計

  　 前受金
  　 預り金
 　  仮受金
 　  未払消費税等

　2.　固定負債
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公益社団法人　日本畜産学会
（単位：円）

科　　　　目 当年度 前年度 増　減
Ⅰ  一般正味財産増減の部

１．経常増減の部
(1) 経常収益

基本財産運用益 262 306 △ 44
基本財産預金利息 262 306 △ 44

特定資産運用益 1,875 3,060 △ 1,185
基金預金利息 146 220 △ 74
表彰基金 294 1,268 △ 974
国際交流基金 700 760 △ 60
西川基金 735 812 △ 77

正会員会費 9,740,000 10,328,000 △ 588,000
賛助会員会費 1,840,000 1,840,000 0
学生会員会費 564,000 864,000 △ 300,000
事業収益 14,951,901 18,278,864 △ 3,326,963

学術集会 3,263,000 3,896,022 △ 633,022
年次大会 2,543,000 3,332,022 △ 789,022
講演要旨等頒布料 720,000 564,000 156,000

出版事業 11,688,901 14,382,842 △ 2,693,941
英文誌掲載料 6,800,000 10,299,720 △ 3,499,720
和文誌掲載料 1,488,300 1,829,300 △ 341,000
功労会員機関誌頒布料 96,000 100,000 △ 4,000
機関誌頒布料 450,000 460,000 △ 10,000
書店機関誌頒布料 64,000 112,000 △ 48,000
広告 508,200 556,050 △ 47,850
印税収入 2,282,401 1,025,772 1,256,629

受取補助金等 2,891,910 6,665,988 △ 3,774,078
国庫補助金 0 3,000,000 △ 3,000,000
その他の補助金 2,891,910 3,665,988 △ 774,078

受取寄付金 6,700,000 5,325,000 1,375,000
指定正味財産からの振替額 5,000,000 4,000,000 1,000,000
受取寄付金 1,700,000 1,325,000 375,000

雑収益 50,604 12,045 38,559
預金利息 38 45 △ 7
その他の収入 50,566 12,000 38,566

経常収益計 36,740,552 43,317,263 △ 6,576,711
(2) 経常費用

事業費 30,132,905 40,074,900 △ 9,941,995
給与手当 5,823,332 5,709,801 113,531
法定福利費 988,657 1,033,299 △ 44,642
福利厚生費 7,169 8,855 △ 1,686
退職給付費用 909,288 1,148,714 △ 239,426
諸謝金 392,241 704,302 △ 312,061
会議費 213,966 204,636 9,330
旅費交通費 1,120,824 636,834 483,990
委員会委員派遣費 0 3,000 △ 3,000
若手研究者派遣補助費 210,000 0 210,000
発展途上国若手研究者補助費 133,910 0 133,910
通信運搬費 1,037,518 1,261,238 △ 223,720
消耗品費 798,836 2,205,927 △ 1,407,091
講演要旨集印刷製本費 501,600 488,400 13,200
ASJ編集制作費 8,803,932 13,379,954 △ 4,576,022
和文誌印刷製本費 2,934,745 3,420,340 △ 485,595
編集校正費 66,000 56,650 9,350
会場費 167,010 49,240 117,770
褒賞費 601,820 771,700 △ 169,880
事務所維持費 286,042 262,473 23,569
事務機器賃借料 1,155,808 619,153 536,655
業務委託費 2,529,747 6,559,949 △ 4,030,202
租税公課 36,010 197,934 △ 161,924
会費 94,710 54,198 40,512
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ維持費 139,354 141,498 △ 2,144
雑費 371,959 319,755 52,204
減価償却費 98,927 123,567 △ 24,640
システム運営管理費 396,000 429,000 △ 33,000
印刷製本費 111,500 21,593 89,907
臨時雇賃金 202,000 262,890 △ 60,890

管理費 5,996,384 5,781,716 214,668
人件費 3,495,140 3,394,289 100,851
退職給与費用 489,620 591,764 △ 102,144
会議費 28,710 98,620 △ 69,910
旅費交通費 194,052 126,318 67,734
通信運搬費 38,170 65,951 △ 27,781
消耗品費 129,325 111,431 17,894
減価償却費 53,272 63,658 △ 10,386
事務所維持費 154,025 135,215 18,810
リース料 329,885 318,959 10,926
租税公課 19,390 101,966 △ 82,576
負担金 246,850 294,650 △ 47,800
公認会計士監査料 605,000 275,000 330,000
渉外費 10,000 0 10,000
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ関係 75,038 72,894 2,144
雑費 127,907 131,001 △ 3,094

経常費用計 36,129,289 45,856,616 △ 9,727,327
評価損益等調整前当期経常増減額 611,263 △ 2,539,353 3,150,616
評価損益等計 0 0 0
当期経常増減額 611,263 △ 2,539,353 3,150,616
当期一般正味財産増減額 611,263 △ 2,539,353 3,150,616
一般正味財産期首残高 28,394,619 30,933,972 △ 2,539,353
一般正味財産期末残高 29,005,882 28,394,619 611,263

Ⅱ  指定正味財産増減の部
一般正味財産への振替額 △ 5,000,000 △ 4,000,000 △ 1,000,000

西川基金 △ 5,000,000 △ 4,000,000 △ 1,000,000
当期指定正味財産増減額 △ 5,000,000 △ 4,000,000 △ 1,000,000
指定正味財産期首残高 61,800,000 65,800,000 △ 4,000,000
指定正味財産期末残高 56,800,000 61,800,000 △ 5,000,000

Ⅲ  正味財産期末残高 85,805,882 90,194,619 △ 4,388,737

正味財産増減計算書

2022年 3月 1日から2023年 2月28日まで
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公益社団法人日本畜産学会 （単位：円）

公１ 公２ 公３

会誌
学術集会
国際交流

学会賞

Ⅰ　一般正味財産増減の部
　１．経常増減の部
　(1)経常収益
　　1)基本財産運用収入 0 0 0 0 0 262 0 262
　　　基本財産利息収入 0 262 262
　　2)特定資産運用収入 735 700 294 0 1,729 146 0 1,875
　　　特定資産利息収入 735 700 294 1,729 146 1,875
　　3)会費収入 0 0 0 2,980,800 2,980,800 9,163,200 0 12,144,000
　　　正会員 1,948,000 1,948,000 7,792,000 9,740,000
　　　学生会員 112,800 112,800 451,200 564,000
　　　賛助会員 920,000 920,000 920,000 1,840,000
　　4)事業収入 11,688,901 3,263,000 0 0 14,951,901 0 0 14,951,901
　　　学術集会収入 2,543,000 0 2,543,000 0 0 2,543,000

　参加費等収入 2,463,000 2,463,000 2,463,000
　広告収入 80,000 80,000 80,000

　　　講演要旨集頒布料 720,000 720,000 720,000
　　　出版事業収入 11,688,901 0 11,688,901 0 0 11,688,901
　　　　英文誌掲載料 6,800,000 6,800,000 6,800,000
　　　　和文誌掲載料 1,488,300 1,488,300 1,488,300
　　　　功労会員機関紙頒布料 96,000 96,000 96,000
　　　　機関誌頒布料 450,000 450,000 450,000
　　　　書店分機関紙頒布料 64,000 64,000 64,000
　　　　広告料収入 508,200 508,200 508,200
　　　　印税収入　 2,282,401 2,282,401 2,282,401
　　5)補助金収入 0 1,891,910 0 1,000,000 2,891,910 0 0 2,891,910
　　　国庫補助金収入 0 0
　　　その他補助金 1,891,910 1,000,000 2,891,910 2,891,910
　　6)寄付金等収入 5,000,000 600,000 600,000 0 6,200,000 500,000 6,700,000
　　　寄付金収入 0 600,000 600,000 1,200,000 500,000 1,700,000
　　　指定正味財産からの振替額 5,000,000 5,000,000 5,000,000
　　7)雑収入 34,166 0 0 0 34,166 16,438 0 50,604
　　　受取利息 0 38 38
　　　雑収入 34,166 34,166 16,400 50,566
　　経常収益計 16,723,802 5,755,610 600,294 3,980,800 27,060,506 9,680,046 0 36,740,552
　(2)経常費用 0
　　1)事業費 21,111,614 7,292,984 1,728,307 0 30,132,905 0 30,132,905
　　　給与手当 4,364,817 911,572 546,943 0 5,823,332 5,823,332
　　　臨時雇賃金 0 202,000 0 0 202,000 202,000
　　　法定福利費 752,560 147,561 88,536 0 988,657 988,657
　　　福利厚生費 7,169 0 0 0 7,169 7,169
　　　退職給付費用 685,464 139,890 83,934 0 909,288 909,288
　　　諸謝金 0 392,241 0 0 392,241 392,241
　　　会議費 0 213,966 0 0 213,966 213,966
　　　旅費交通費 584,150 503,409 33,265 0 1,120,824 1,120,824
　　　委員会委員派遣費 0 0 0 0 0 0
　　　若手研究者派遣補助費 0 210,000 0 0 210,000 210,000
　　　発展途上国若手研究者補助 0 133,910 0 0 133,910 133,910
　　　通信運搬費 945,342 51,955 40,221 0 1,037,518 1,037,518
　　　消耗品費 515,622 60,099 223,115 0 798,836 798,836
　　　講演要旨集印刷製本費 0 501,600 0 0 501,600 501,600
　　　ＡＳＪ編集制作費 8,803,932 0 0 0 8,803,932 8,803,932
　　　和文誌印刷製本費 2,934,745 0 0 0 2,934,745 2,934,745
　　　編集校正費 66,000 0 0 0 66,000 66,000
　　　印刷製本費 0 111,500 0 0 111,500 111,500
　　　会場費 0 167,010 0 0 167,010 167,010
　　　褒賞費 0 0 601,820 0 601,820 601,820
　　　事務所維持費 215,632 44,006 26,404 0 286,042 286,042
　　　事務機器賃借料 461,836 637,421 56,551 0 1,155,808 1,155,808
　　　減価償却費 74,577 15,219 9,131 0 98,927 98,927
　　　業務委託費 0 2,529,747 0 0 2,529,747 2,529,747
　　　租税公課 27,146 5,540 3,324 0 36,010 36,010
　　　会費 0 94,710 0 0 94,710 94,710
　　　システム管理運営費 396,000 0 0 0 396,000 396,000
　　　ホームページ関係費 105,052 21,439 12,863 0 139,354 139,354
　　　雑費 171,570 198,189 2,200 0 371,959 371,959
　　2)管理費 5,996,384 0 5,996,384
　　　給与手当 3,008,188 3,008,188
　　　法定福利費 486,952 486,952
　　　退職給付費用 489,620 489,620
　　　会議費 28,710 28,710
　　　旅費交通費 194,052 194,052
　　　通信運搬費 38,170 38,170
　　　消耗品費 129,325 129,325
　　　事務所維持費 154,025 154,025
　　　事務機器賃借料 329,885 329,885
　　　減価償却費 53,272 53,272
　　　租税公課 19,390 19,390
　　　会費 246,850 246,850
　　　公認会計士監査料 605,000 605,000
　　　渉外費 10,000 10,000
　　　ホームページ関係費 75,038 75,038
　　　雑費 127,907 127,907
　　経常費用計 21,111,614 7,292,984 1,728,307 0 30,132,905 5,996,384 0 36,129,289
　　当期経常増減額 -4,387,812 -1,537,374 -1,128,013 3,980,800 -3,072,399 3,683,662 0 611,263

他会計振替前当期一般正味財産増減額 0 0 0 0 0 0 0 0
　　　他会計振替 5,053,828 1,537,374 1,304,313 -3,980,800 3,914,715 -3,914,715 0
　　当期一般正味財産増減額 666,016 0 176,300 0 842,316 -231,053 0 611,263
　　一般正味財産期首残高 4,101,610 19,761,632 -176,300 0 23,686,942 4,707,677 28,394,619
　　一般正味財産期末残高 4,767,626 19,761,632 0 0 24,529,258 4,476,624 29,005,882
Ⅱ指定正味財産増減の部
　　補助金収入 0 0
　　一般正味財産への振替額 5,000,000 5,000,000 5,000,000
　　当期指定正味財産増減額 -5,000,000 0 0 0 -5,000,000 0 0 -5,000,000
　　指定正味財産期首残高 41,000,000 2,000,000 18,800,000 0 61,800,000 0 61,800,000
　　指定正味財産期末残高 36,000,000 2,000,000 18,800,000 0 56,800,000 0 56,800,000
Ⅲ正味財産期末残高 40,767,626 21,761,632 18,800,000 0 81,329,258 4,476,624 85,805,882

正味財産増減計算書内訳表（損益計算ベース、管理費配賦後）
2022年3月1日から2023年2月28日まで

科        目

公益目的事業会計

法人会計 内部取引消去 合計
共通 小計
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公益社団法人日本畜産学会 （単位：円）
科          目 場所・物量等 使用目的等 金額

Ⅰ　資産の部
　1．流動資産
  　 現金預金 3,752,647

現金手許有高 運転資金として 2,599
   　　 普通預金 同上 3,088,584
   　　 　みずほ銀行根津支店Ⅰ 同上 3,032,954

　三井住友信託銀行上野支店 同上 27,596
　三井住友信託銀行上野支店 同上 21,999
　みずほ信託銀行横浜支店 同上 6,035
ゆうちょ銀行（通常貯金） 運転資金として 343,697
ゆうちょ銀行（郵便振替） 同上（会費用） 288,517
ゆうちょ銀行（郵便振替） 同上（大会用） 29,250

  　 立替金 和文誌別刷立替金 学会誌事業の立替金 38,985
  　 未収入金 掲載料他 会誌事業の未収金 1,238,400
 　 流動資産合計 5,030,032
　2．固定資産
   (1)基本財産 3,956,718
     　定期預金 三井住友信託銀行上野支店 法人の管理運営に供している資産 2,200,000
     　金銭信託 みずほ信託銀行横浜支店 同上 1,756,718
　 (2)特定資産 84,730,942
   　表彰基金 18,800,000

みずほ銀行根津支店（定期） 学会賞事業の積立資産 17,300,000
三井住友信託銀行上野支店（定期） 同上 1,500,000

   　100周年記念事業積立預金 500,000
みずほ銀行根津支店（定期） 公益目的事業の積立資産 500,000

   　西川基金 36,000,000
みずほ銀行根津支店（定期） 同上 36,000,000

　   国際交流基金 21,000,000
みずほ銀行根津支店（定期） 公益目的保有財産であり、運用益を 19,000,000

公益目的事業(学術集会・国際交流)に使用
みずほ銀行根津支店（定期） 学術集会・国際交流事業の積立資産 2,000,000

   　退職給与引当預金 8,392,942
みずほ銀行根津支店（定期） 法人の管理運営に供している資産 8,392,942

   　特別修繕引当資産 38,000
ゆうちょ銀行（定期貯金） 法人の管理運営に供している資産 38,000

　 (3)その他固定資産 7,841,136
   　土地 本部事務局 公益目的保有財産(50%)及び法人の 4,000,000
   　建物 本部事務局 管理運営の資産(50%) 17,901
   　ソフトウェア 本部事務局 公益目的保有財産（学会誌事業に使用） 3,598,560

本部事務局 学会事務局　会計ソフト 224,675
    固定資産合計 96,528,796
    資産合計 101,558,828
Ⅱ　負債の部
　1．流動負債
   　未払金 学会誌印刷製本代他 法人の管理運営の未払分 1,281,690
   　前受金 次年度以降会費 公益事業と法人管理運営の前受分 5,216,000

英文誌掲載料 学会誌事業の前受分 108,320
   　預り金 社会保険、源泉所得税、住民税 法人の管理運営の預かり分 173,994
   　仮受金 正会員会費他 法人の管理運営の仮受分 80,000
   　未払消費税等 未払消費税概算計上額 500,000
    流動負債合計 7,360,004
　2．固定負債
  　 退職給付引当金 当期末退職金要支給額 8,392,942
    固定負債合計 8,392,942
    負債合計 15,752,946
    正味財産合計 85,805,882

財産目録
2023年 2月28日現在
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１．重要な会計方針
（１）固定資産の減価償却の方法
　　建物及びソフトウェアの減価償却は定額法によっている。
（２）引当金の計算基準
　　退職給付引当金は，期末退職給与の法人都合要支給額に相当する金額を計上している。
（３）リース取引の処理方法
　　リース物件の所有権が借主に移転すると認められるもの以外のファイナンス・リース取引については、
　　通常の賃貸借取引に準じた会計処理によっている。
（４）消費税等の会計処理
　　消費税の会計処理は，税込み方式によっている。

２．基本財産及び特定資産の増減額及びその残高
前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

基本財産
定期預金 2,200,000 2,200,000
金銭信託 1,756,500 218 1,756,718
小計 3,956,500 218 0 3,956,718
特定資産
表彰基金 18,800,000 18,800,000 公３ 学会賞事業
100周年記念事業積立預金 500,000 500,000 公共通　
西川基金 41,000,000 5,000,000 36,000,000 公１ 学会誌事業
国際交流基金 21,000,000 21,000,000 公２ 学術集会・国際交流事業
退職給付引当預金 6,994,034 1,398,908 8,392,942
特別修繕引当資産 38,000 38,000
小計 88,332,034 1,398,908 5,000,000 84,730,942
合計 92,288,534 1,399,126 5,000,000 88,687,660

３．基本財産及び特定資産の財源等の内訳

当期末残高
（うち指定正
味財産からの
充当額）

（うち一般正
味財産からの

充当額）

（うち負債に
対応する額）

基本財産
　基本財産 3,956,718 0 3,956,718 0
小計 3,956,718 0 3,956,718 0
特定資産
　表彰基金 18,800,000 18,800,000
　100周年記念事業積立預金 500,000 500,000
　西川基金 36,000,000 36,000,000
　国際交流基金 21,000,000 2,000,000 19,000,000
　退職給付引当預金 8,392,942 8,392,942
　特別修繕引当資産 38,000 38,000
小計 84,730,942 56,800,000 19,538,000 8,392,942
合計 88,687,660 56,800,000 23,494,718 8,392,942

４．担保に供している資産
該当なし

５．固定資産の取得価額，減価償却累計額及び当期末残高（直接法により減価償却を行っている場合）
減価償却
累計額

建　　物 8,950,000 8,932,099 17,901
ソフトウェア 3,912,060 88,825 3,823,235

合　　計 12,862,060 9,020,924 3,841,136

６．保証債務（債務保証を主たる目的事業としている場合を除く。）等の偶発債務
保証債務はない。

７．補助金等の内訳並びに交付金，当期の増減額及び残高
補助金等の名称 交付者 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高 備考

事業復活支援金 0 1,000,000 1,000,000 0 公共通
学術集会助成金 伊藤記念財団 0 1,700,000 1,700,000 0 公２
シンポジウム補助金 Wiley 0 191,910 191,910 0 公２

0 2,891,910 2,891,910 0

財務諸表に対する注記

備考

取得価額 当期末残高
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８．満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益
該当なし

９．指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳
指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳は，次のとおりである．

　 金　　額
経常収益への振替額

5,000,000
合　　計 5,000,000

1．基本財産および特定資産の明細
「公益法人会計基準」(平成20年4月11日平成21年10月16日改正内閣府公益認定等委員会)に定める附属明細書
　の記載上の留意点に従い、財務諸表の注記2および3に記載しているので、内容の記載を省略している。

２．引当金の明細

目的使用 その他
退職給付引当金 6,994,034 1,398,908 8,392,942

内　　　容

科目 期首残高 当期増加額
当期減少額

期末残高

　公１　西川基金

附属明細書
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公益社団法人　日本畜産学会
（単位：円）

科　　　　目 予算額 決算額 差　異
Ⅰ  事業活動収支の部

１．事業活動収入
基本財産運用収入 500 262 238

基本財産預金利息 500 262 238
特定資産運用収入 30,000 1,875 28,125

表彰基金 5,000 0 5,000
国際交流基金 5,000 0 5,000
西川基金 20,000 0 20,000
特定資産預金利息 0 1,875 △ 1,875

会費収入 12,980,000 12,144,000 836,000
正会員会費 10,400,000 9,736,000 664,000
学生会員会費 720,000 568,000 152,000
賛助会員会費 1,860,000 1,840,000 20,000

事業収入 19,092,000 14,951,901 4,140,099
学術集会 4,050,000 3,263,000 787,000

年次大会 3,500,000 2,543,000 957,000
講演要旨等頒布料 550,000 720,000 △ 170,000

出版事業 15,042,000 11,688,901 3,353,099
英文誌掲載料 11,870,000 6,800,000 5,070,000
和文誌掲載料 1,200,000 1,488,300 △ 288,300
功労会員機関誌頒布料 100,000 96,000 4,000
機関誌頒布料 460,000 450,000 10,000
書店分機関誌頒布料 112,000 64,000 48,000
広告 300,000 508,200 △ 208,200
印税収入 1,000,000 2,282,401 △ 1,282,401

補助金等収入 2,165,000 2,891,910 △ 726,910
その他の補助金 2,165,000 2,891,910 △ 726,910

寄付金収入 900,000 1,700,000 △ 800,000
受取寄付金 900,000 1,700,000 △ 800,000

雑収入 5,050 50,604 △ 45,554
預金利息 50 38 12

貯金利息 0 11 △ 11
預金利息 50 27 23

その他の収入 5,000 50,566 △ 45,566
事業活動収入計 35,172,550 31,740,552 3,431,998

２．事業活動支出
事業費 29,488,000 25,578,688 3,909,312

年次大会開催費 4,000,000 2,094,091 1,905,909
会議費 0 53,600 △ 53,600
通信運搬費 0 252 △ 252
消耗品費 0 17,750 △ 17,750
業務委託費 4,000,000 1,532,380 2,467,620
事務機器賃借料 0 225,665 △ 225,665
雑費 0 155,444 △ 155,444
臨時雇賃金 0 109,000 △ 109,000

講演要旨印刷費 500,000 501,600 △ 1,600
印刷製本費 500,000 501,600 △ 1,600

学会シンポジウム 830,000 502,060 327,940
会場費 450,000 119,600 330,400
会議費 20,000 55,000 △ 35,000
諸謝金 120,000 140,000 △ 20,000
旅費交通費 150,000 80,000 70,000
消耗品費 60,000 5,400 54,600
印刷製本費 0 100,000 △ 100,000
雑費 0 2,060 △ 2,060
臨時雇賃金 30,000 0 30,000

若手シンポジウム 200,000 192,361 7,639
会場費 20,000 47,410 △ 27,410
会議費 120,000 0 120,000
諸謝金 48,000 33,411 14,589
旅費交通費 1,000 111,100 △ 110,100
消耗品費 10,000 0 10,000
雑費 1,000 440 560

男女共同参画 200,000 98,478 101,522
会議費 105,000 36,840 68,160
諸謝金 0 18,364 △ 18,364
旅費交通費 65,000 0 65,000
通信運搬費 0 26,854 △ 26,854
消耗品費 10,000 0 10,000
負担金 15,000 15,000 0
雑費 1,000 1,420 △ 420
委員会委員派遣費 4,000 0 4,000

学会負担金 50,000 0 50,000
旅費交通費 20,000 0 20,000
消耗品費 20,000 0 20,000
臨時雇賃金 10,000 0 10,000

収支計算書

2022年 3月 1日から2023年 2月28日まで
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（単位：円）
科　　　　目 予算額 決算額 差　異

出版事業費 19,830,000 18,929,836 900,164
ASJ編集制作費 9,964,000 8,803,932 1,160,068
和文誌印刷製本費 2,900,000 2,934,745 △ 34,745
編集校正費 50,000 66,000 △ 16,000
給与手当 4,200,000 4,273,660 △ 73,660
法定福利費 730,000 737,804 △ 7,804
福利厚生費 10,000 7,169 2,831
会議費 30,000 0 30,000
旅費交通費 320,000 312,480 7,520
通信運搬費 850,000 891,907 △ 41,907
消耗品費 160,000 334,569 △ 174,569
雑費 220,000 171,570 48,430
システム運営管理費 396,000 396,000 0

国際交流事業費 1,118,000 721,618 396,382
会議費 0 49,572 △ 49,572
旅費交通費 300,000 213,506 86,494
WAAP年会費 40,000 39,537 463
渉外費 30,000 0 30,000
若手研究者海外学会参加補助費 600,000 210,000 390,000
AAAP発展途上国若手研究者補助費 110,000 133,910 △ 23,910
AAAP年会費 33,000 40,173 △ 7,173
雑費 5,000 34,920 △ 29,920

表彰事業費 750,000 838,644 △ 88,644
会議費 12,000 0 12,000
褒賞費 711,000 601,820 109,180
通信運搬費 12,000 33,678 △ 21,678
消耗品費 10,000 200,946 △ 190,946
雑費 5,000 2,200 2,800

雑費 10,000 0 10,000
大会ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ 2,000,000 1,700,000 300,000

会場費 100,000 0 100,000
会議費 100,000 18,954 81,046
諸謝金 550,000 200,466 349,534
旅費交通費 120,000 43,360 76,640
通信運搬費 30,000 13,944 16,056
消耗品費 300,000 0 300,000
業務委託費 150,000 997,367 △ 847,367
印刷製本費 0 11,500 △ 11,500
事務機器賃借料 350,000 317,504 32,496
雑費 0 3,905 △ 3,905
臨時雇賃金 300,000 93,000 207,000

管理費 9,583,000 8,999,494 583,506
人件費 5,020,000 5,295,665 △ 275,665

給与手当 4,300,000 4,557,860 △ 257,860
法定福利費 710,000 737,805 △ 27,805
福利厚生費 10,000 0 10,000

会議費 100,000 28,710 71,290
旅費交通費 1,000,000 554,430 445,570
通信運搬費 231,000 109,053 121,947

通信運搬費 230,000 108,558 121,442
払込手数料（貯金事務センタ－） 1,000 495 505

消耗品費 300,000 369,496 △ 69,496
印刷製本費 15,000 0 15,000
事務所維持費 432,000 440,067 △ 8,067

事務所管理費 252,000 252,000 0
光熱水料費 130,000 137,837 △ 7,837
修理補修費 20,000 9,900 10,100
火災保険料 30,000 40,330 △ 10,330

リース料 950,000 942,524 7,476
慶弔費 10,000 0 10,000
租税公課 300,000 55,400 244,600
負担金 300,000 246,850 53,150
公認会計士監査料 600,000 605,000 △ 5,000
渉外費 5,000 10,000 △ 5,000
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ関係 220,000 214,392 5,608

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ作成費 100,000 96,800 3,200
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ維持費 120,000 117,592 2,408

雑費 100,000 127,907 △ 27,907
事業活動支出計 39,071,000 34,578,182 4,492,818

事業活動収支差額 △ 3,898,450 △ 2,837,630 △ 1,060,820
Ⅱ  投資活動収支の部

１．投資活動収入
特定資産取崩収入 0 5,000,000 △ 5,000,000

西川基金 0 5,000,000 △ 5,000,000
投資活動収入計 0 5,000,000 △ 5,000,000

２．投資活動支出
基本財産取得 0 218 △ 218
特定資産取得 0 1,398,908 △ 1,398,908

退職給与引当預金 0 1,398,908 △ 1,398,908
投資活動支出計 0 1,399,126 △ 1,399,126

投資活動収支差額 0 3,600,874 △ 3,600,874
当期収支差額 △ 3,898,450 763,244 △ 4,661,694
前期繰越収支差額 0 △ 3,093,216 3,093,216
次期繰越収支差額 △ 3,898,450 △ 2,329,972 △ 1,568,478
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１．資金の範囲

２．次期繰越収支差額に含まれる資産及び負債の内訳

前期末残高 当期末残高
現金預金 3,911,234 3,752,647
前払金 108,900 0
立替金 2,815 38,985
仮払金
未収入金 920,400 1,238,400

資産合計 4,943,349 5,030,032
未払金 1,351,268 1,281,690
前受金 5,888,320 5,324,320
預り金 180,977 173,994
仮受金 116,000 80,000
未払消費税等 500,000 500,000

負債合計 8,036,565 7,360,004
-3,093,216 -2,329,972

収支計算書に対する注記

資金の範囲には，現金預金，前払金，立替金，仮払金、未収入金，
未払金，前受金，預り金、仮受金、及び未払消費税等を含めている。
なお，前期末及び当期末残高は，下記２に記載するとおりである。

科目

次期繰越収支差額
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[３]  2023年度・2024年度役員候補者 （案） 

 

【理事候補者】 

青木 康浩 伊村 嘉美 入江 正和 上田宏一郎 大蔵  聡 

小澤 壯行 小櫃 剛人 川井  泰 菊地 和弘 喜多 一美 

佐々木羊介 佐藤 正寛 杉浦 幸二 竹田 謙一 辰巳 隆一 

中島 郁世 西浦 明子 平野  貴 平松 浩二 廣岡 博之 

水野谷 航 三森 眞琴 山田 弘司 山内啓太郎 盧  尚建 

 

【監事候補者】 

 橋元 康司 古田 洋樹  
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[４] 名誉会員推戴者(案) 

 

 

内藤 邦彦 

 

（敬称略） 
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［５］公益社団法人 日本畜産学会 定款（改定案） 

 

第１章 総 則 

 

（名称） 

第１条 この法人は，公益社団法人日本畜産学会（英語名 Japanese Society of Animal Science）と

称する． 

 

（事務所） 

第２条 この法人は，主たる事務所を東京都台東区に置く． 

 

 

第２章 目的及び事業 

 

（目的） 

第３条 この法人は，畜産に関する学術研究の発表，情報の交換の場としてその進歩普及を図り，も

って学術，文化の発展に寄与することを目的とする． 

 

（事業） 

第４条 この法人は，前条の目的を達成するため，次の各号の内容からなる事業を行う． 

 (1) 大会，講演会等開催事業 

 (2) 学会誌，学術図書，ニュース等刊行事業 

 (3) 畜産学及び畜産業の進歩発達に貢献した者の表彰事業 

 (4) 畜産学及び畜産業の国際交流に関する事業 

 (5) その他この法人の目的達成に必要な事業 

  

２ 前項の事業は本邦及び海外において行うものとする． 

 

 

第３章 会 員 

 

（法人の構成員） 

第５条 この法人の会員は，次のとおりとする． 

 (1) 正 会 員 この法人の目的に賛同し，この法人の対象とする領域またはそれと関連ある領域に

おいて，専門の学識・技術または経験を有する者 

 (2) 学生会員 この法人の目的に賛同する学生 

 (3) 賛助会員 この法人の目的に賛同し，事業を後援する個人，法人又は団体 

 (4) 名誉会員 この法人の対象とする領域において特別の功績があり，理事会が推薦し，本人の承

諾を得て社員総会において承認された者 

 (5) 功労会員 この法人に永年に亘って所属し，この法人の対象とする領域において功労があり，

理事会が推薦し，本人の承諾を得て社員総会において承認された者 

 

２ 前項のうち正会員をもって一般社団法人及び一般財団法人に関する法律上の社員とする． 

 

（会員資格の取得） 

第６条 この法人の正会員，学生会員，賛助会員になろうとする者は，理事会の定めるところにより 

申し込みをし，その承認を受けなければならない． 
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（会費） 

第７条 この法人の事業活動に経常的に生じる費用に充てるため，会員になった時及び毎年，会員は，

社員総会において別に定める会費を支払う義務を負う． 

 

２ 既納の会費は，いかなる事由があっても返還しない． 

 

（任意退会） 

第８条 会員は，理事会において別に定める退会届を提出することにより，任意にいつでも退会する

ことができる． 

 

（除名） 

第９条 会員が次のいずれかに該当するに至ったときは，社員総会の決議によって当該会員を除名す

ることができる． 

 (1) この定款その他の規則に違反したとき． 

 (2) この法人の名誉を傷つけ，又は目的に反する行為をしたとき． 

 (3) その他除名すべき正当な事由があるとき． 

 

（会員資格の喪失） 

第 10 条 前２条の場合のほか，会員は，次のいずれかに該当するに至ったときは，その資格を喪失

する． 

 (1) 第７条の支払義務を１年以上履行しなかったとき． 

 (2) 総社員が同意したとき． 

 (3) 当該会員が死亡し，又は解散したとき． 

 

 

第４章 社員総会 

 

（構成） 

第 11条 社員総会は，すべての社員をもって構成する． 

 

（権限） 

第 12条 社員総会は，次の事項について決議する． 

 (1) 会員の除名  

 (2) 理事及び監事の選任又は解任  

 (3) 貸借対照表及び損益計算書（正味財産増減計算書）の承認 

 (4) 定款の変更  

 (5) 解散及び残余財産の処分 

 (6) その他社員総会で決議するものとして法令又はこの定款で定められた事項 

 

（開催） 

第 13 条 社員総会は，定時社員総会として毎事業年度終了後 3か月以内に 1 回開催するほか，必要

がある場合に開催する． 

 

（招集） 

第 14 条 社員総会は，法令に別段の定めがある場合を除き，理事会の決議に基づき理事長が招集す

る． 
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２ 総社員の議決権の 10 分の１以上の議決権を有する社員は，理事長に対し，社員総会の目的であ

る事項及び招集の理由を示して，社員総会の招集を請求することができる． 

 

（電子提供措置） 

第 15 条 この法人は，社員総会の招集に際し，社員総会参考書類等の内容である情報について，電

子提供措置をとるものとする． 

 

（議長） 

第 16条 社員総会の議長は，理事長がこれにあたる． 

 

（議決権） 

第 17条 社員総会における議決権は，社員１名につき１個とする． 

 

（決議） 

第 18 条 社員総会の決議は，総社員の議決権の３分の１を有する社員が出席し，出席した当該社員

の議決権の過半数をもって行う． 

 

２ 前項の規定にかかわらず，次の決議は，総社員の半数以上であって，総社員数の議決権の３分の

２以上に当たる多数をもって行う． 

(1) 会員の除名 

(2) 監事の解任 

(3) 定款の変更 

(4) 解散 

(5) その他法令で定められた事項 

 

３ 理事又は監事を選任する議案を決議するに際しては，各候補者ごとに第１項の決議を行わなけれ

ばならない．理事又は監事の候補者の合計数が第 22 条に定める定数を上回る場合には，過半数の

賛成を得た候補者の中から得票数の多い順に定数の枠に達するまでの者を選任することとする． 

 

（議決権の代理行使） 

第 19 条  社員総会に出席できない社員は，委任状その他の代理権を証明する書面を理事長に提出し

て，代理人にその議決権を代理行使させることができる． 

 

（書面及び電磁的方法による議決権行使） 

第 20 条  社員総会に出席しない社員が書面で議決権を行使することができることとするときは，社

員総会に出席できない社員は，別に定める議決権行使書面又は電磁的方法をもって議決権を行使す

ることができる．この場合においては，当該議決権の数を第 18条の議決権の数に算入する． 

 

（議事録) 

第 21条 社員総会の議事については，法令で定めるところにより，議事録を作成する． 

 

２ 理事長及び監事は，前項の議事録に記名押印する． 

 

 

第５章 役員 
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（役員の設置） 

第 22条 この法人に，次の役員を置く． 

 (1) 理事 20名以上 30名以内 

 (2) 監事 ２名以内 

 

２ 理事のうち１名をもって理事長，２名をもって副理事長及び６名以上８名以内を常務理事とする． 

 

３ 前項の理事長をもって一般社団法人及び一般財団法人に関する法律上の代表理事とし，副理事長

及び常務理事をもって同法第 91条第１項第２号の業務執行理事とする． 

 

（役員の選任） 

第 23条 理事及び監事は，社員総会の決議によって選任する． 

 

２ 理事会は，理事長，副理事長及び常務理事を選定及び解職する．この場合において，理事会は社

員総会にこれを付議した上で，その決議の結果を参考にすることができる． 

 

（理事の職務及び権限） 

第 24条 理事は，理事会を構成し，法令及びこの定款で定めるところにより，職務を執行する． 

 

２ 理事長は，法令及びこの定款で定めるところにより，この法人を代表し，その業務を執行する．

副理事長は理事長を補佐する．常務理事は，理事会において別に定めるところにより，この法人の

業務を分担する． 

 

３ 理事長、副理事長及び常務理事は，毎事業年度に４箇月を超える間隔で２回以上，自己の職務の

執行の状況を理事会に報告しなければならない． 

 

（監事の職務及び権限） 

第 25条 監事は，理事の職務の執行を監査し，法令で定めるところにより，監査報告を作成する． 

 

２ 監事は，いつでも，理事及び使用人に対して事業の報告を求め，この法人の業務及び財産の状況

の調査をすることができる． 

 

（役員の任期） 

第 26 条 理事の任期は，選任後２年以内に終了する事業年度のうち最終のものに関する定時社員総

会の終結の時までとする． 

 

２ 監事の任期は，選任後２年以内に終了する事業年度のうち最終のものに関する定時社員総会の終

結の時までとする． 

 

３ 補欠として選任された理事又は監事の任期は，前任者の任期の満了する時までとする． 

 

４ 理事又は監事は，第 22 条に定める定数に足りなくなるときは，任期の満了又は辞任により退任

した後も，新たに選任された者が就任するまで，なお理事又は監事としての権利義務を有する． 

 

（役員の解任） 

第 27条 理事及び監事は，社員総会の決議によって解任することができる． 
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（役員の報酬等） 

第 28条 理事及び監事は無報酬とする． 

 

 

第６章 理事会 

 

（構成） 

第 29条 この法人に理事会を置く． 

 

２ 理事会は，すべての理事をもって構成する． 

 

（権限） 

第 30条 理事会は，次の職務を行う． 

 (1) この法人の業務執行の決定 

 (2) 理事の職務の執行の監督 

 (3) 理事長、副理事長及び常務理事の選定及び解職 

 

（招集） 

第 31条 理事会は，理事長が招集する． 

 

２ 理事長が欠けたとき又は理事長に事故があるときは，副理事長が理事会を招集する． 

 

（決議） 

第 32条 理事会の決議は，決議について特別の利害関係を有する理事を除く理事の過半数が出席し，

その過半数をもって行う． 

 

２ 前項の規定にかかわらず，一般社団法人及び一般財団法人に関する法律第 96 条の要件を満たし

たときは，理事会の決議があったものとみなす． 

 

（議事録） 

第 33条 理事会の議事については，法令で定めるところにより，議事録を作成する． 

 

２ 出席した理事長及び監事は，前項の議事録に記名押印する． 

 

 

第７章 資産及び会計 

 

（基本財産） 

第 34条 基本財産は，この法人の事業を行うために不可欠な財産は，財産目録に定める この法人の

基本財産として理事会で定めたものとする．  

 

２ 前項の財産は，この法人の目的を達成するために善良な管理者の注意をもって管理しなければな

らず，処分するときは，あらかじめ理事会及び社員総会の承認を要する． 

 

（事業年度） 

第 35条 この法人の事業年度は，毎年３月１日に始まり翌年２月末日に終わる． 
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（事業計画及び収支予算） 

第 36 条 この法人の事業計画書，収支予算書，資金調達及び設備投資の見込みを記載した書類につ

いては，毎事業年度の開始の日の前日までに，理事長が作成し，理事会の承認を受けなければなら

ない．これを変更する場合も，同様とする． 

 

２ 前項の書類については，主たる事務所に，当該事業年度が終了するまでの間据え置き，一般の閲

覧に供するものとする． 

 

（事業報告及び決算） 

第 37条 この法人の事業報告及び決算については，毎事業年度終了後，理事長が次の書類を作成し，

監事の監査を受けた上で，理事会の承認を受けなければならない． 

 (1) 事業報告 

 (2) 事業報告の付属明細書 

 (3) 貸借対照表 

 (4) 損益計算書（正味財産増減計算書） 

 (5) 貸借対照表及び損益計算書（正味財産増減計算書）の付属明細書 

 (6) 財産目録 

 

２ 前項の承認を受けた書類のうち，第１号，第３号，第４号及び第６号の書類については，定時社

員総会で承認を受けるものとする． 

 

３ 第１項の書類のほか，次の書類を主たる事務所に５年間備え置き，一般の閲覧に供するとともに，

定款，会員名簿を主たる事務所に備え置き，一般の閲覧に供するものとする． 

(1) 監査報告 

(2) 会計監査報告 

(2) 理事及び監事の名簿 

(3) 理事及び監事の報酬等の支給の基準を記載した書類 

(4) 運営組織及び事業活動の状況の概要及びこれらに関する数値のうち重要なものを記載した書類 

 

（公益目的取得財産残額の算定） 

第 38 条 理事長は，公益社団法人及び公益財団法人の認定等に関する法律施行規則第 48 条の規定

に基づき，毎事業年度，当該事業年度の末日における公益目的取得財産残額を算定し，前条第３項

第４号の書類に記載するものとする． 

 

 

第８章 定款の変更及び解散 

 

（定款の変更） 

第 39条 この定款は，社員総会の決議によって変更することができる． 

 

（解散） 

第 40条 この法人は，社員総会の決議その他法令で定められた事由により解散する． 

 

（公益認定の取消し等に伴う贈与） 

第 41 条 この法人が公益認定の取消しの処分を受けた場合又は合併により法人が消滅する場合（そ

の権利義務を承継する法人が公益法人であるときを除く．）には，社員総会の決議を経て，公益目的

取得財産残額に相当する額の財産を，当該公益認定の取消しの日又は当該合併の日から１箇月以内
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に，公益社団法人及び公益財団法人の認定等に関する法律第５ 条第 17号に掲げる法人又は国若し

くは地方公共団体に贈与するものとする． 

 

（残余財産の帰属） 

第 42 条 この法人が清算をする場合において有する残余財産は，社員総会の決議を経て，公益社団

法人及び公益財団法人の認定等に関する法律第５条第 17 号に掲げる法人又は国若しくは地方公共

団体に贈与するものとする． 

 

 

第９章 公告の方法 

 

（公告の方法） 

第 43条 この法人の公告は，主たる事務所の公衆の見やすい場所に掲示する方法により行う．  

 

 

 

附 則 

１ この定款は，一般社団法人及び一般財団法人に関する法律及び公益社団法人及び公益財団法人の

認定等に関する法律の施行に伴う関係法律の整備等に関する法律第 106 条第１項に定める公益法

人の設立の登記の日から施行する． 

 

２ この法人の最初の理事長は田中智夫，副理事長を菅原邦生と内藤邦彦，常務理事を小澤壯行，小

泉聖一，須藤まどか，豊田淳，宮口右二，山内啓太郎，吉田達行とする． 

 

３ 一般社団法人及び一般財団法人に関する法律及び公益社団法人及び公益財団法人の認定等に関

する法律の施行に伴う関係法律の整備等に関する法律第 106 条第１項に定める特例民法法人の解

散の登記と公益法人の設立の登記を行ったときは，第 34 条の規定にかかわらず，解散の登記の日

の前日を事業年度の末日とし，設立の登記の日を事業年度の開始日とする． 

 

 

 

財産目録 

基本財産（第 33条関係） 

財産種別 場所・物量等 

貸付信託 三井住友信託銀行上野支店 

金銭信託 みずほ信託銀行横浜支店 

 

 

 

 

 

 

2012年 10月１日 制定 

2023年４月 29日 2023年度定時社員総会 改定 
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［６］2023年度事業計画 

Ⅰ．庶務関係 

1. 大会などの開催 

1) 2023年９月18日(月)～ 21日(木)に第131回大会を帯広畜産大学において，花田正明会員を大会会長

として開催する． 

2) 第131回大会（帯広畜産大学）において，2023年９月19日(火)に若手企画委員会主催ランチョンセミ

ナーおよびサイエンスナイト，20 日（水）に若手奨励・男女共同参画推進委員会主催ランチョンセミ

ナーを開催する． 

3) 2023年９月21日(木)に帯広畜産大学において，公開シンポジウム「豊かな食を支える畜産の未来に向

けて（仮）」（伊藤記念財団助成）を開催する． 

4）100周年記念大会（2024年度）の開催を計画する． 

 

2. 表彰など  

1) 2023年度日本畜産学会功労賞（西川賞）の選考を行い，第131回大会においてその授賞式を行う．  

 

2) 2023年度日本畜産学会賞の選考を行い，第131回大会においてその授賞式を行う． 

    

3) 2023年度日本畜産学会奨励賞の選考を行い，第131回大会においてその授賞式を行う． 

 

4) 2023年度Animal Science Journal優秀論文賞の選考を行う．  

 

5) 2023年度Animal Science Journal Reviewers Awardの選考を行う． 

 

6) 2024年度日本畜産学会第 131回大会の優秀発表賞受賞者の選考を行う． 

 

7）2023年度優秀学生賞受賞者を決定する． 

 

3. 各種賞の受賞候補者の推薦 

1) 日本農学賞 

2) 日本農学進歩賞 

3) 伊藤記念財団賞  

4) その他 

 

4. 名誉会員・功労会員の推戴など 

1) 2023年度定時社員総会において，次の１名を名誉会員に推薦する． 

   内藤邦彦         

2) 2024年度定時社員総会において推薦される功労会員候補者の選出を行う． 

 

5. 国際交流の促進 

1) 海外学会との学術交流を行う． 

2）国際会議へ参加する若手研究者の支援を行う． 

3) 第131回大会時にEnglish Presentation Awardを授与する． 
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6. 関連学会および団体が開催する行事への共催・後援・協賛等 

1) 地域畜産学会等とシンポジウムを共催する． 

2) 第15回全日本大学対抗ミートジャッジング競技会のシンポジウムを共催する．  

3) 畜産学教育協議会主催シンポジウムを後援する． 

4) その他 

 

 

Ⅱ．編集関係 

1. 機関誌の発行 

1) Animal Science Journal：第94巻，第95巻を発行する．  

2) 日本畜産学会報：第94巻2-4号と第95巻１号の計４号を発行する． 

 

2. 大会講演要旨の発行 

1) 第131回大会の講演要旨を発行する． 

 

3.その他 

 

Ⅲ．総会，理事会，委員会などの開催 

1. 以下の総会，理事会，委員会を開催する． 

定時社員総会（2023/4/29），理事会（2023/3/25, 4/29, 6/24, 9/18, 2024/1/27予定），常務会，機関

誌編集委員会，日本畜産学会功労賞（西川賞）受賞候補者選考委員会，日本畜産学会賞・奨励賞受賞候

補者選考委員会，日本畜産学会優秀発表賞受賞候補者選考委員会，将来検討委員会，国際交流委員会，

若手奨励・男女共同参画推進委員会． 



公益社団法人日本畜産学会 （単位：円）

公１ 公２ 公３

会誌
学術集会、国際交

流
学会賞

Ⅰ　一般正味財産増減の部

　１．経常増減の部

　(1)経常収益

　　1)基本財産運用収入 0 0 0 0 0 300 300

　　　基本財産利息収入 0 0 300 300

　　2)特定資産運用収入 800 1,000 1,200 0 3,000 0 3,000

　　　特定資産利息収入 800 1,000 1,200 3,000 0 3,000

　　3)会費収入 0 0 0 3,070,400 3,070,400 9,521,600 12,592,000

　　　正会員 2,025,600 2,025,600 8,102,400 10,128,000

　　　学生会員 124,800 124,800 499,200 624,000

　　　賛助会員 920,000 920,000 920,000 1,840,000

　　4)事業収入 11,314,000 3,600,000 0 0 14,914,000 0 14,914,000

　　　学術集会収入 3,600,000 3,600,000 0 3,600,000

 　 参加費等収入 3,000,000 3,000,000 3,000,000

 　 研究交流会 0 0 0

　  展示収入 0 0 0

  　広告収入 0 0 0

  　協賛収入 0 0 0

  　会場使用料 0 0 0

　  講演要旨集頒布料 600,000 600,000 600,000

　　　出版事業収入 11,314,000 0 11,314,000 0 11,314,000

　　　　英文誌掲載料 8,000,000 8,000,000 8,000,000

　　　　和文誌掲載料 1,200,000 1,200,000 1,200,000

　　　　功労会員機関紙頒布料 100,000 100,000 100,000

　　　　機関誌頒布料 450,000 450,000 450,000

　　　　書店分機関紙頒布料 64,000 64,000 64,000

　　　　ＡＳＪ冊子購読料 0 0 0

　　　　ＷＥＢ購読者 0 0 0

　　　　広告料収入 500,000 500,000 500,000

　　　　印税収入　 1,000,000 1,000,000 1,000,000

　　5)補助金収入 4,165,000 1,800,000 500,000 0 6,465,000 0 6,465,000

　　　補助金収入 165,000 1,800,000 1,965,000 1,965,000

　　　指定正味財産からの振替額 4,000,000 0 500,000 4,500,000 4,500,000

　　6)寄付金収入 0 800,000 100,000 0 900,000 0 900,000
　　　寄付金収入 0 800,000 100,000 900,000 900,000
　　7)雑収入 0 0 0 0 0 5,050 5,050

　　　受取利息 0 50 50

　　　雑収入 0 5,000 5,000

　　経常収益計 15,479,800 6,201,000 601,200 3,070,400 25,352,400 9,526,950 34,879,350

　(2)経常費用 0

　　1)事業費 21,983,446 8,713,538 1,666,663 0 32,363,647 32,363,647

　　　給料手当 4,308,200 882,000 529,200 5,719,400 5,719,400

　　　臨時雇賃金 0 3,170,000 0 3,170,000 3,170,000

　　　法定福利費 781,320 153,200 91,920 1,026,440 1,026,440

　　　福利厚生費 10,100 1,000 600 11,700 11,700

　　　退職給付費用 544,966 111,218 66,731 722,915 722,915

　　　諸謝金 0 718,000 0 718,000 718,000

　　　会議費 30,000 415,000 12,000 457,000 457,000

　　　旅費交通費 810,000 875,000 60,000 1,745,000 1,745,000

　　　委員会委員派遣費 0 4,000 0 4,000 4,000
　　　　若手研究者派遣補助費 0 300,000 0 300,000 300,000
　　　通信運搬費 1,205,947 73,030 37,218 1,316,195 1,316,195

　　　消耗品費 441,700 393,000 29,800 864,500 864,500

　　　講演要旨集印刷製本費 0 600,000 0 600,000 600,000

　　　ＡＳＪ編集制作費 8,434,400 0 0 8,434,400 8,434,400

　　　和文誌印刷製本費 3,100,000 0 0 3,100,000 3,100,000

　　　編集校正費 56,650 0 0 56,650 56,650

　　　会場費 0 210,000 0 210,000 210,000

　　　褒賞費 0 0 725,000 725,000 725,000

　　　事務所維持費 201,880 41,200 24,720 267,800 267,800

　　　事務機器賃借料 475,300 447,000 58,200 980,500 980,500

　　　減価償却費 791,183 1,790 1,074 794,047 794,047

　　　業務委託費 0 200,000 0 200,000 200,000

　　　租税公課 98,000 20,000 12,000 130,000 130,000

　　　会費 0 59,100 0 59,100 59,100

　　　システム運営管理費 396,000 0 0 396,000 396,000

　　　ホームページ関係費 107,800 22,000 13,200 143,000 143,000

　　　雑費 190,000 17,000 5,000 212,000 212,000

［７］2023年度　収支予算書内訳表（損益計算ベース）

2023年3月1日から2024年2月29日まで

科        目

公益目的事業会計

法人会計 合計
共通 小計
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公１ 公２ 公３

会誌
学術集会、国際交

流
学会賞

科        目

公益目的事業会計

法人会計 合計
共通 小計

　　2)管理費 6,373,290 6,373,290

　　　給料手当 2,910,600 2,910,600

　　　法定福利費 505,560 505,560

　　　福利厚生費 3,300 3,300

　　　退職給付費用 389,260 389,260

　　　会議費 100,000 100,000

　　　旅費交通費 350,000 350,000

　　　通信運搬費 147,105 147,105

　　　消耗品費 115,500 115,500

　　　印刷費 195,000 195,000

　　　事務所維持費 144,200 144,200

　　　事務機器賃借料 339,500 339,500

　　　減価償却費 6,265 6,265

　　　慶弔費 10,000 10,000

　　　租税公課 70,000 70,000

　　　会費 300,000 300,000

　　　公認会計士監査料 605,000 605,000

　　　渉外費 5,000 5,000

　　　ホームページ関係費 77,000 77,000

　　　雑費 100,000 100,000

　　経常費用計 21,983,446 8,713,538 1,666,663 0 32,363,647 6,373,290 38,736,937

　　当期経常増減額 -6,503,646 -2,512,538 -1,065,463 3,070,400 -7,011,247 3,153,660 -3,857,587

  ２．経常外増減の部

    (1) 経常外収益

        経常外収益計 0 0 0 0 0 0 0

    (2) 経常外費用

        経常外費用計 0 0 0 0 0 0 0

当期経常外増減額 0 0 0 0 0 0 0

他会計振替 0 0 0 0 0 0

当期一般正味財産増減額 -6,503,646 -2,512,538 -1,065,463 3,070,400 -7,011,247 3,153,660 -3,857,587

    一般正味財産期首残高 4,767,626 19,761,632 0 0 24,529,258 4,476,624 29,005,882

    一般正味財産期末残高 -1,736,020 17,249,094 -1,065,463 3,070,400 17,518,011 7,630,284 25,148,295

Ⅱ指定正味財産増減の部
　　補助金収入 0 0 0 0 0
　　一般正味財産への振替額 4,000,000 0 500,000 0 4,500,000 4,500,000
      西川基金 4,000,000 4,000,000 4,000,000
      表彰基金 500,000 500,000 500,000
　　当期指定正味財産増減額 -4,000,000 0 -500,000 0 -4,500,000 0 -4,500,000
    指定正味財産期首残高 36,000,000 2,000,000 18,800,000 0 56,800,000 0 56,800,000

    指定正味財産期末残高 32,000,000 2,000,000 18,300,000 0 52,300,000 0 52,300,000

Ⅲ正味財産期末残高 30,263,980 19,249,094 17,234,537 3,070,400 69,818,011 7,630,284 77,448,295

（注）資金調達及び設備投資の見込みについて

　　１．資金調達の見込みについて

　　　当年度における借り入れの予定　・・・　なし

　　２．設備投資の見込みについて

　　　当年度における重要な設備投資（除却又は売却を含む）の予定　・・・　なし
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[８] 各種委員会委員 

 

Ⅰ 2024年度日本畜産学会功労賞（西川賞）受賞候補者選考委員会委員 

  2022年度第４回理事会にて審議の上，８名の正会員を選任した（任期中非公開）． 

 

Ⅱ 2024年度日本畜産学会賞・日本畜産学会奨励賞受賞候補者選考委員会委員 

  2022年度第４回理事会にて審議の上，８名の正会員を選任した（任期中非公開）． 

 

Ⅲ 2023年度機関誌編集委員会委員（敬称略）

 

機関誌編集委員長  

中島 郁世 (農研機構 畜産研究部門) 

編集委員 

青木 康浩（東京農工大学） 

石川  明（名古屋大学） 

石川 尚人（福島大学） 

井尻 大地（鹿児島大学） 

磯部 直樹（広島大学） 

井上 慶一（宮崎大学） 

井上  亮（摂南大学） 

今成 麻衣（農研機構 九州沖縄農業研究センター） 

上田宏一郎（北海道大学） 

上野  豊（信州大学） 

上本 吉伸（東北大学） 

永西  修（農研機構 畜産研究部門） 

遠藤なつ美（東京農工大学） 

大山 憲二（神戸大学） 

岡田幸之助（日本獣医生命科学大学） 

長田 雅宏（日本獣医生命科学大学） 

小堤 悠平（畜産環境整備機構畜産環境技術研究所） 

小櫃 剛人（広島大学） 

勝俣 昌也（麻布大学） 

神谷  充（農研機構 畜産研究部門） 

川島 千帆（帯広畜産大学） 

喜久里 基（東北大学） 

菊地 和弘（農研機構 生物機能利用研究部門） 

木崎景一郎（岩手大学） 

喜多 一美（岩手大学） 

北澤 春樹（東北大学） 

木村  澄（農研機構 畜産研究部門） 

木村 康二（岡山大学） 

櫛引 史郎（農研機構 畜産研究部門） 

熊谷  元（京都大学） 

黒瀬 陽平（北里大学） 

小池  聡（北海道大学） 

高坂 哲也（大阪物療大学） 

佐々木 修（農研機構 畜産研究部門） 

佐々木慎二（琉球大学） 

佐々木羊介（明治大学） 

澤井  健（岩手大学） 

下桐  猛（鹿児島大学） 

杉浦 幸二（東京大学） 

杉山 稔恵（新潟大学） 

高橋 秀彰（農研機構 遺伝資源研究センター） 

武田久美子（農研機構 畜産研究部門） 

田島  清（農研機構 畜産研究部門） 

谷口 幸雄（京都大学） 

 

 

 

 

 

 

長命 洋佑（広島大学） 

塚原 隆充（栄養・病理学研究所） 

豊田  淳（茨城大学） 

中島 一喜（農研機構 畜産研究部門） 

野村  将（農研機構 食品研究部門） 

原山  洋（神戸大学） 

福田 健二（帯広畜産大学） 

舟場 正幸（京都大学） 

古田 洋樹（日本獣医生命科学大学） 

豊後 貴嗣（岡山理科大学） 

本田 和久（神戸大学） 

万年 英之（神戸大学） 

美川  智（農研機構 畜産研究部門） 

水野谷 航（麻布大学） 

宮口 右二（茨城大学） 

安尾しのぶ（九州大学） 

安田 知子（農研機構 畜産研究部門） 

山内啓太郎（東京大学） 

盧  尚建（東北大学） 

若松 純一（北海道大学） 

Alejandro GRINBERG（Massey University, New 

Zealand） 

Christopher GRUPEN（The University of Sydney, 

Australia） 

Rajesh JHA（University of Hawaii at Manoa, USA） 

Sung Woo Kim（North Carolina State University, 

USA） 

Woo-Kyun KIM（University of Georgia, USA） 

Nicolas LOPEZ-VILLALOBOS（Massey University, New 

Zealand） 

Jose M. LORENZO（Procesos y Envasado de 

Alimentos, Fundación Centro Tecnolóxico da 

Carne, Spain） 

Guido MACCHIARELLI（University of L’Aquila, 

Italy） 

Mohammad MONIRUZZAMAN（Bangladesh Agricultural 

University, Bangladesh） 

Heriberto RODRIGUEZ-MARTINEZ（Linkoping 

University, Sweden） 

Michael T. ROSE（University of Tasmania, 

Australia） 

Theera RUKKWAMSUK（Kasetsart University, 

Thailand） 

Peiqiang YU（University of Saskatchewan, 

Canada） 

計 78 名 
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[９] 賛助会員名簿・本会にご支援頂いた団体 

（五十音順；2023年 3月 31日現在） 

 

アサヒバイオサイクル（株） (株）デーリィ・ジャパン社 

味の素(株） 豊橋飼料(株） 

伊藤忠飼料(株） (株）ニチレイフーズ 

伊藤ハム米久ホールディングス(株） 日和産業(株） 

インタ－ファ－ム(株） 日産合成工業(株） 

ＭＦフィード（株） 日清丸紅飼料(株） 

エランコジャパン（株） (一社)日本あか牛登録協会 

(株）オ－ルインワン (一社)日本科学飼料協会 

オバナヤ・セメンテックス(株） 日本全薬工業(株） 

科研製薬（株） 日本農産工業(株） 

(一社)家畜改良事業団 日本ハム(株） 

木村農産商事（株） (一社)日本ホルスタイン登録協会 

協同乳業(株） (一社)日本養豚協会 

ゲルハルトジャパン（株） ノーサンファーム（株） 

コ－キン化学(株） ノーバス・インターナショナル社 

(一社)ジェネティクス北海道 フィード・ワン（株） 

清水港飼料(株） 富士平工業(株） 

(株）シムコ (株）藤原製作所 

昭和産業(株） プリマハム(株） 

白石カルシウム(株） 文永堂出版(株） 

ジンプロ アニマル ニュートリション（ジャパン）インク ホクレン農業協同組合連合会 

住友化学（株） （株）明治 

全国酪農業協同組合連合会 明治アニマルヘルス（株） 

(公社)全国和牛登録協会 明治飼糧(株） 

全農飼料畜産中央研究所 森永乳業(株） 

 (株）ソウブン・ドットコム 雪印種苗(株) 

(公社)畜産技術協会 雪印メグミルク(株) 

(公社)中央畜産会 よつ葉乳業(株） 

中部飼料(株） ライブストックジャパン合同会社  

ＤＳＭ（株） （株）ラボジェネター 

 

＜本会にご支援頂いた団体＞ 

（公財）伊藤記念財団，（一財）旗影会，鈴木徽章工芸（株），（有）瀬戸広告社，（一財）糧食研究会，

Wiley  
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[10] 今後の大会予定 

 

第 131回大会  2023年 9月 18～21日  

      大会長： 花田 正明 会員（帯広畜産大学） 

 

 第 132回大会（日本畜産学会 100周年記念）   

2024年 9月  

       大会長： 廣岡 博之 会員（京都大学） 

 


